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ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
貧
困
下

に
置
か
れ
る
子
ど
も
の
割
合
は
３

人
に
１
人
。
近
年
ユ
ニ
セ
フ
な
ど

か
ら
指
摘
を
受
け
る
高
さ
だ
。
昼

用
の
生
理
パ
ッ
ド
は
１
枚
あ
た
り

40
㌣（
約
32
円
）強
だ
が
、
困
窮
家

庭
に
と
っ
て
、
娘
だ
け
が
使
い
捨

て
す
る
も
の
よ
り
、
家
族
全
員
の

た
め
の
食
料
品
を
買
う
方
が
大
切

だ
。

　

パ
ッ
ド
や
タ
ン
ポ
ン
を
新
聞
紙

や
布
な
ど
で
代
用
す
る
女
子
学
生

も
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
登

校
な
ど
外
出
は
し
づ
ら
い
。
毎
月

約
１
週
間
欠
席
す
れ
ば
、
勉
強
は

遅
れ
、
学
校
を
中
退
す
る
生
徒
も

い
る
。
無
資
格
で
の
就
職
は
難
し

く
、
生
活
保
護
に
頼
る
こ
と
に
な

る
。
生
理
用
品
１
つ
と
は
い
え
、

１
人
の
人
生
を
左
右
し
か
ね
な
い
。

男
女
格
差
解
決
の
第
一
歩
を

　

デ
ィ
グ
ニ
テ
ィ
社
の
創
設
者
は

ミ
ラ
ン
ダ
・
ヒ
ッ
チ
ン
グ
ス
さ
ん
と

ジ
ャ
シ
ン
タ
・
グ
ラ
セ
カ
ラ
ム

さ
ん
。
生
理
用
品
を
買
え
ず
、
学

校
を
欠
席
す
る
女
子
学
生
を
助
け

た
い
と
、
２
０
１
６
年
11
月
に
大

学
内
で
行
わ
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
ア
ク

セ
ラ
レ
ー
タ
ー
に
参
加
、起
業
し
た
。

　

同
社
は
ワ
ン
・
フ
ォ
ー
・
ワ
ン
・

モ
デ
ル
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
企

業
が
月
ぎ
め
で
社
員
用
に
生
理
用

品
を
購
入
し
た
数
だ
け
、
そ
れ
を

必
要
と
す
る
高
校
に
も
配
る
。
製

品
は
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
コ
ッ
ト
ン
製

の
国
内
産
ブ
ラ
ン
ド
だ
。
現
在
顧

客
は
２
社
。
今
ま
で
に
計
１
０
０

箱
の
生
理
用
品
が
女
子
学
生
の
手

に
わ
た
っ
た
。

　

女
子
学
生
へ
の
支
援
と
並
び
、

２
人
が
注
力
す
る
の
は
職
場
で
の

女
性
の
待
遇
改
善
だ
。
男
女
格
差

は
、
給
与
の
み
な
ら
ず
、
昇
給
の

機
会
な
ど
に
も
及
ぶ
。
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
証
券
取
引
所
上
場
企

業
の
83
％
の
ト
ッ
プ
は
男
性
。
女

性
の
不
公
平
な
立
場
は
理
解
さ
れ

に
く
い
。

　

生
理
用
品
と
い
う
目
に
見
え
る

も
の
の
支
給
を
通
し
、
企
業
は
男

女
の
不
平
等
問
題
を
社
員
に
知
ら

せ
、理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

性
別
な
ど
社
員
の
多
様
化
が
進

む
企
業
は
そ
う
で
な
い
企
業
よ
り

14
％
多
く
利
益
を
上
げ
る
こ
と
、

各
社
員
の
健
康
を
気
遣
う
企
業
に

は
能
力
の
あ
る
社
員
が
残
り
、
生

産
性
も
伸
び
る
こ
と
は
、
米
国
の

リ
サ
ー
チ
で
明
ら
か
だ
。

　

顧
客
の
フ
リ
ッ
ク
・
エ
レ
ク
ト

リ
ッ
ク
社
で
は
、
導
入
時
か
ら
、

女
性
を
支
援
で
き
る
点
、
環
境
に

配
慮
で
き
る
点
で
男
性
社
員
も
好

意
的
だ
。
今
で
は
、
事
務
用
品
と

同
じ
感
覚
で
、
生
理
用
品
が
配
布

さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

米
国
な
ど
で
は
、
生
理
用
品
を

社
内
支
給
す
る
企
業
が
増
加
中
だ

が
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
ま

だ
ま
だ
だ
。
２
人
は「
こ
れ
を
職

場
の
新
基
準
に
し
た
い
」と
意
欲

的
だ
。
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大
学
在
籍
時
は
、
生
理
用
品
の
値
段
が
頭
痛

の
種
だ
っ
た
と
い
う
ジ
ャ
シ
ン
タ
さ
ん（
左
）

と
ミ
ラ
ン
ダ
さ
ん

s o c i a l  b u s i n e s s  a r o u n d  t h e  w o r l d

世界のソーシャル・ビジネスアジア・オセアニア編

ニュージーランド

貧困児童に生理用品、
「不登校」を減らす

ディグニティ社が提供する生理用品「オイ」。顧客は、約５人分のパッドやタ
ンポン入りのパックを月50NZ㌦（約4000円）で、10─25人分を200NZ㌦（約
１万6000円）で購入

「生理だから、学校に行けない」─。ニュー
ジーランドの貧困家庭の子どもの中には、生
理用パッドやタンポンが買えず、毎月学校を
欠席する女子学生がいる。そんな若い女性を
助けようと、2016年11月、新卒女性２人組
が「ワン・フォー・ワン」モデルで生理用品を
提供するディグニティ社を創設した。
� （ニュープリマス＝クローディアー真理）


